
－ 5 － 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東 美加（７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．東京デフリンピックへの対応について 

 本年、東京において日本で初めてのデフリンピックが開催されます。 

 デフリンピックは、聴覚障害者による世界的なスポーツの祭典であり、単

に競技大会というだけでなく、障害の有無にかかわらず共に生きる社会づく

りを進める重要な契機とされています。 

 開催地は東京ですが、この機会を東京だけの出来事と捉えるのではなく、

手話言語条例を制定している本市ならではの、聴覚障害者への理解促進やバ

リアフリーの推進につなげていく必要があると考えます。 

 そこで、本市における対応状況について以下のとおり伺います。 

(1) デフリンピックの開催を市民に周知し、聴覚障害者への理解を深めるた

めの広報・啓発活動をどのように実施しているか伺います。 

(2) 聴覚障害者を含む障害者スポーツの普及・振興を図るため、本市のスポ

ーツ施策の中で障害者スポーツをどのように位置づけているか伺います。 

２．大規模災害への対策について 

 近年、各地で大規模災害が頻発する中、本市においても災害対策は重要課

題となっています。本市では以前から防災対策に力を入れており、地震対策

における先駆的な取組もありますが、ここ数年でその対策のありようも変化

してきています。 

 そこで、現状について以下のとおり伺います。 

(1) 個別避難計画について、計画をつくるプロセスでつながりをつくること

が助かる確率を上げていき、平時から助け合える地域共生社会をつくるこ

とができると考えます。そこで、個別避難計画の作成の効果についてどの

ようにお考えか伺います。 

(2) 本市では社会福祉センターや民間の社会福祉施設と協定を締結し福祉

避難所として指定していますが、他自治体では二次的な避難所ではなく福

祉避難所への直接避難も可能となっています。そこで、今後の福祉避難所

の在り方について伺います。 

(3) 住宅の耐震化が進んでいるため、安全が確認された自宅での避難生活が

推奨されてきています。被災者自身も住み慣れた自宅での生活を希望する

方が多いと思います。こうした在宅避難者への支援体制について伺いま

す。 

(4) 地震災害においては、通信網が分断され、外部との通信手段が得られず、

初期対応に遅延が生じることも懸念されます。災害時の通信手段の確保に

ついてお考えを伺います。 

(5) 災害時にはライフラインの寸断も懸念されます。地域の防災拠点である

まちづくりセンターや避難所の電源の確保についてどのようにお考えか

伺います。 

(6) 震災後の公費解体は、地震によって損壊した家屋について、自治体が所

有者の申請に基づき、解体・撤去費用を負担する制度ですが、能登半島地

震の際には、何代にもわたって相続登記がされていない物件が多く、権利

関係の複雑さから、この公費解体が進まなかったと伺っています。この場

合は首長の判断で公費解体できると規定されていますが、できる規定であ

るがゆえに、自治体によって対応が分かれたようです。そこで、本市の所

有者の特定ができない家屋の公費解体の考え方について伺います。 

 


